






要約:マス・スクリーニングにて発見された神経芽腫(以下 MS:マス・スクリーニング症

例)35 例の治療成績と問題点を分析検討した。全例で原発巣の摘除が可能(初回全摘率 89%)

で、非担ガン生存中である。しかしながら、治療に関係する副作用・合併症が 13例(37%)

にみられた。その良好な予後と年令因子を考慮した新たな診断・治療アプローチの確立が

必要と考えられた。 


